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長野県西部、御岳火山の東方域では１９７６年８月に開始した群発地震が現在まで継続し、約３０年間という

長期間の活動となっている。この間に、群発地震域から１０ｋｍしか離れない御岳火山が１９７９年１０月に小規

模な水蒸気噴火を起し、１９８４年９月には群発地震域を震源とするＭ６．８の長野県西部地震が発生している。 

３０年間にわたる長期的な群発地震ながらも、地震の規模はＭ４クラスの地震が年に数回しか発生せず、伊東

地域の群発地震と比較して明らかに小規模である。しかしながら、観測される地震の震源深さは非常に浅く、一部

では、海抜５ｋｍですでに地震発生下限域に達する。 

同域では、防災科学技術研究所が中心になり、５０点ほどの稠密地震観測を実施し、長野県西部地震の推定断

層域の近傍に１００－３００ｍの断層破砕帯が推定され、そこで本震と同様な横ずれタイプの地震が発生している

ことを報告している［堀内・他， ２００３］。飯尾・他［２０００］やＫａｓａｙａ ｅｔ ａｌ．［２００２］

は電気伝導度探査から、地震断層域を境に電気伝導度の高い部分と低い部分が対照的に存在することを明らかにし

ている。また、Ｔａｋａｈａｔａ ｅｔ ａｌ．［２００３］は震源域の泉源中に含まれるガスにマントル起源の

ものが含まれていることを報告している。御嶽山群発地震域では、御嶽山の火山活動と関連した地殻活動が推定さ

れる。 

 

 

御嶽群発地震域における地殻変動の観測 

 

筆者らは地殻変動から群発地震のメカニズムを解明する目的で、１９９９年以降、群発地震域において水準測

量（木股・他，２００２）やＧＰＳ観測を毎年に実施してきた。水準測量は牧尾ダムから王滝川に沿って下流方向

に１５ ｋｍの路線で実施していたが、２００２年、三岳村から屋敷へ北西方向に７ ｋｍの路線を拡張した。そ

の結果、屋敷野路線において、２００２－２００３年にわずか６ｍｍながらも隆起の上下変動が検出された［木股・

他，２００３］。観測された範囲は４ｋｍと非常に狭いことから、球状圧力源を仮定すると、その深さは地表から

２．５ ｋｍ（海抜１．５ ｋｍ）と浅部に推定される。体積増にして０．６×１０６ｍ３／ｙｒが計算される。 

御嶽山群発地震震源域は上述したように震源下部が５－１０ｋｍと一般に浅い。隆起が観測された領域は、そ

の浅い震源下部の中でも、もっとも浅い領域である。しかも、推定されている低比抵抗域でもある［Ｋａｓａｙａ 

ｅｔ ａｌ．，２００２］。さらに、近在する白川泉源ではマントル起源ガスも観測されている［Ｔａｋａｈａｔａ 

ｅｔ ａｌ．，２００３］。これらから、隆起の上下変動を観測した地域では熱水物質による活動が推定される。 

２００１年に群発地震震源域を中心に２０×２０ ｋｍの範囲に２０点からなるＧＰＳ観測網を設置し、１－

２日間の観測を毎年繰り返し実施している。当初の目標が比較的広域な地殻変動であり、観測点間も数ｋｍある。

水準測量により検出された２００２－２００３年間の隆起の上下変動から推定されるＧＰＳ観測点における水平

変動は数ｍｍに過ぎず、１－２日間の繰り返しＧＰＳ観測の分解能を考えると、有意な地殻水平変動の検出はかな

り困難な状況にある。 

また、２００２年には物質流動の検出を目的として、隆起の上下変動が観測された地域を中心に重力観測網を

設置し、精密重力測定も開始した。 

本報告では、御嶽火山２００４年集中観測の一環として２００４年４月に予定する精密水準測量の結果もふま

え、御嶽山群発地震域における地殻変動を考察する。 

 


